
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【出題内容】 
全２５問 １問５点（１・２（漢字の読み取り・書き取り）は各２点、４-５（作文）は１０点） 

１・２の漢字問題はコロナ禍の制限で易化。「ピアノのドクソウ」「バスのシャソウ」の書き取りができれば全問正解であろう。 

３・４の文章問題は例年並み。３の伊吹有喜『雲を紡ぐ』は２０２０年の直木賞候補作品。「家族のつながり」「将来への希

望」という定番のテーマ。４は建築家堀部安嗣の著書『住まいの基本を考える』で、建築が題材に「懐かしさ」の本質につい

て、例を挙げてわかりやすく説明している。２００字の作文問題は「『記憶の拠り所』となるもの」がテーマ。思い出を呼び起こ

すようなものを例に挙げ、文章内容に合うようにしっかり説明できれば、高得点が取れる。 

５の評論文の問題では鴨長明を取り上げ、その生涯に見る長明のひたむきな生き方を論じている。４での建築や人々の懐

かしさに対する誤解といった例もそうだが、国語だけでなく、社会で学んだ歴史的な背景、音楽や美術などで学んだ文化的

な教養も成功につながるカギとなる。中学校で勉強することすべてを無駄にしないという日頃の心がけこそ大切だ。 

 

〈８年間の小説問題の出典〉 
【２０２１年】 伊吹有喜『雲を紡ぐ』 【２０２０年】 瀬那和章『わたしたち、何者にもなれなかった』 

【２０１９年】 三浦哲郎『燈火』 【２０１８年】 澤西祐典『辞書に描かれたもの』 

【２０１７年】 あさのあつこ『一年四組の窓から』 【２０１６年】 伊集院静『どんまい』 

【２０１５年】 原田マハ『斉唱』 【２０１４年】 長野まゆみ『夏帽子』 

【２０１３年】 稲葉真弓『唇に小さな春を』 【２０１２年】 松樹剛史『熟してはじける果実のように』 

★有名作家の作品の出題が多いが、昨年はライトノベル小説。様々な作家の短編集やエッセイで手軽に経験を増やせる。 

〈８年間の作文問題の主題〉 
【２０２１年】 「『記憶の拠り所』となるもの」 【２０２０年】 「理想の組織」 

【２０１９年】 「新しい『何か』に出会うこと」 【２０１８年】 「自分の意志を持つこと」 

【２０１７年】 「食生活と歴史」 【２０１６年】 「基本を身につけること」 

【２０１５年】 「取り合わせの美」 【２０１４年】 「環境の持続可能性」 

★普段から自分の体験や見聞を広げ、またそれを書き留めておくとよい。（おすすめは短文の日記。効果があります。） 


